
第３次松本市多文化共生推進プラン
令和７年度取組結果

資料２

基本目標１　地域社会 達成状況 A：達成
地域社会の誰もが多文化共生に関心を持ち、誰もが参画する持続可能なまち B：おおむね達成
施策の方向性１－１ C：改善が必要
多文化共生意識の向上 ー：その他

No. 取組結果・今後の取組方針 ★・・・新規　〇・・・継続
達成状況
(R3年度)

達成状況
(R7年度)

担当課

1

★日本人住民を対象としたやさしい日本語講座の実施

・市職員を対象としたやさしい日本語講座を実施しました。
・地区人権啓発推進連絡協議会の総会で、やさしい日本語の研修を実施しました。

Ｂ A 人権共生課

2

★多文化共生に資する町会文書翻訳体制の充実

・地域の外国人住民に対する連絡文書等の作成にあたり、多文化共生プラザで相談対応を
行いました。

Ｃ B 人権共生課

No. 取組結果・今後の取組方針 ★・・・新規　〇・・・継続
達成状況
(R3年度)

達成状況
(R7年度)

担当課

3

〇多文化共生に関する交流イベント情報の収集と提供

・SNSや広報まつもと等の市刊行物、メディア等をとおし、イベント情報を発信しました。
・今後も多文化共生に関するイベント情報を積極的に発信します。

A A
人権共生課

（多文化共生プラザ）

4

〇外国人支援団体等との連携

・多文化共生プラザへのイベントチラシ設置などの協力を行っており、今後も支援団体等
と連携します。

A A
人権共生課

（多文化共生プラザ）

5

〇理解を深め、楽しさを知る交流イベントの実施

・外国人キーパーソンを講師とした料理教室、子ども向けの勉強会や読み聞かせなど、多
文化への理解を深めるイベントを多数実施しました。（3月31日時点、15回実施 362人参
加)
　また地域の公民館とも連携をし、その地域に住む外国人の多文化共生キーパーソンを講
師とした料理教室を開催し、地域に密着した交流も開催しました。
・今後も、幅広い世代を対象に、地域での交流イベントを推進します。

A A
人権共生課

（多文化共生プラザ）

6

〇多文化共生プラザと多文化共生推進プランの周知

・SNS、外国人転入者へのチラシ配布や、多言語相談時間シフトを記載したカード配布で、
多文化共生プラザの周知をしています。また出前講座などの機会にも市民の方へ周知して
います。
・第３次プランの概要版パンフレットを視察、イベント時に配布するなどし、周知してい
ます。

A A
人権共生課

（多文化共生プラザ）

7

〇多文化共生イベント等の広報に関する支援

・多文化共生プラザへのチラシ設置など、周知協力を行っています。
・館内にチラシ等を掲示し、各日本語教室スタッフに周知しています。

A A
人権共生課

（多文化共生プラザ）
生涯学習課・中央公民館

8

〇多文化共生イベント等の企画・運営に関する支援

・多文化共生イベント等の企画、運営に関する相談について、多文化共生プラザで助言等
を実施しています。
・多文化共生イベント「こいこい松本」（Ｒ７は、６２０人参加）の運営・開催を支援し
ています。参加国ごとにブースを設置し、諸外国の文化等を紹介して参加者との交流をし
ました。
・市内ボランティア日本語教室にて、外国由来の受講者に日本の文化を伝えるための多文
化交流講座を実施しました。実施にあたり、事務手続き等を支援しました。

A A
人権共生課

（多文化共生プラザ）
生涯学習課・中央公民館

具体的施策1-1-1　やさしい日本語の普及

具体的施策1-1-2　交流イベントの開催



No. 取組結果・今後の取組方針 ★・・・新規　〇・・・継続
達成状況
(R3年度)

達成状況
(R7年度)

担当課

9

〇町会長や民生委員、町内公民館長等地域リーダーへの啓発研修の実施
・民生委員・児童委員協議会地区会長会及び地区定例会において、各種啓発研修会（2025
松本ヒューマンライツフェア等）開催に係る周知を行いました。
・今後も各種啓発研修会等の周知を継続します。
・地域住民への意識啓発をするために公民館主事を対象にやさしい日本語についての研修
会を実施しました。

A A
地域づくりセンター

福祉政策課
生涯学習課・中央公民館

10

〇学校・地域・行政向けの出前講座プログラムの作成・情報発信

・「多文化共生をすすめるにあたり」という出前講座プログラムを設定しています。「松
本市の多文化共生の取組み」、「やさしい日本語」、「生活オリエンテーション」など派
遣先の要望に応じて内容を作成しています。

・市ホームページや労政まつもとで出前講座のＰＲをしています。

A A 人権共生課

11

〇グローバルな視点を取り入れた多文化共生を考える機会づくり

・多文化共生プラザ主催の世界の料理教室でも、文化を紹介する機会を設けました。
A A 人権共生課

12

〇出前講座の活用促進

・市公式ホームページなどで出前講座をPRしました。
・「多文化共生をすすめるにあたり」をはじめとした人権に関する講座を地区住民や学生
を対象に2回実施し、47名の参加がありました。
・地区人権啓発推進連絡協議会と松本市社会教育委員会にて出前講座を実施しました。

B A
生涯学習課・中央公民館

人権共生課

13

〇外国人住民が発信する事業への支援

・多文化共生プラザへのチラシ設置など、周知協力を行っています。
A A 人権共生課

14

〇キーパーソン・ネットワークとの連携による啓発

・多文化共生キーパーソンに料理教室や職員研修などでの講師を依頼し、地区住民や職員
へ多文化共生の啓発を実施しました。

A A 人権共生課

施策の方向性１－２
外国人住民の社会参画促進

No. 取組結果・今後の取組方針 ★・・・新規　〇・・・継続
達成状況
(R3年度)

達成状況
(R7年度)

担当課

16

〇キーパーソン・ネットワークの形成

・キーパーソンの登録者は１７２人で、昨年同時期から１０人増えています。キーパーソ
ンから紹介を受けて登録を行うなど、ネットワークが拡大しています。

A A 人権共生課

17

〇キーパーソン・ネットワークを活かした支援

・キーパーソンを通じて多文化共生プラザの相談につながるなど、キーパーソンネット
ワークを活かした支援が行われています。

A A 人権共生課

18

〇地域づくりセンターとの連携

・地域づくりセンター主催のイベントに地域に住むキーパーソンも参加し、出展しまし
た。（芳川地区地域づくりセンター）
・地域づくりセンターとキーパーソンが協力することで主体的に多文化共生事業が実施で
きるようバックアップします。

C B
人権共生課

地域づくりセンター

19

〇外国人キーパーソンを「多文化共生推進協議会」委員に委嘱

・４名の外国人に委嘱をしています。当事者のご意見を施策に活かしていきます。 A A 人権共生課

具体的施策1-2-1　キーパーソン・ネットワークを活かした支援【重点】

生涯学習課・中央公民館
人権共生課

地域づくりセンター

〇地域社会に参画している外国人住民の事例紹介
・公民館事業でも多文化共生の視点をより多く取り入れるために、多文化共生プラザと連
携して、多文化共生キーパーソンの活動事例を紹介しました。

・地域づくりセンターでのイベント参加についてキーパーソン通信として、松本市多文化
共生キーパーソンＬＩＮＥで共有しました。

具体的施策1-1-3　地域住民への意識啓発

15 AB



No. 取組結果・今後の取組方針 ★・・・新規　〇・・・継続
達成状況
(R3年度)

達成状況
(R7年度)

担当課

20

〇外国人住民も情報を得やすい広報

・やさしい日本語の活用や分かりやすい文章でのページ作成など、外国人住民も情報を得
やすいように心がけました。
　一方で、外国人住民は広報等から情報を得ることが少ないことが分かってきており、情
報発信方法が課題であることを認識しています。
・地域でのイベント・出前講座実施を通し、やさしい日本語の普及を図ります。

C A 人権共生課

21

〇地域住民による地区行事等への参画の働きかけ

・各地区で在住している外国人に対し、地区行事への参加を呼びかけ、交流を深めまし
た。
・芳川地区地域づくりセンターのイベントや多文化共生プラザ主催イベントなどをとお
し、日本人・外国人住民の多文化共生意識の向上を図りました。
　引き続き地域住民による地区行事等への参画の働きかけを行います。

B A
生涯学習課・中央公民館

人権共生課
地域づくりセンター

22

〇外国人住民・留学生を学習会等の講師として依頼

・第一地区では、タイ出身の講師に依頼し、グリーンカレー作り講座を開催しました。
・新村地区では、あたらし郷協議会と共催で、松本大学の外国人講師及びゼミ生を呼び英
会話教室を実施しました。

・多文化共生プラザのイベントでは、外国人住民を講師とした料理教室等を行っていま
す。
・公民館、福祉ひろば等からの依頼に対し、多文化共生プラザとも連携し、講師紹介を
行っています。

A A
生涯学習課・中央公民館

人権共生課
地域づくりセンター

No. 取組結果・今後の取組方針 ★・・・新規　〇・・・継続
達成状況
(R3年度)

達成状況
(R7年度)

担当課

23

〇交流・親睦の楽しさのＰＲ

・多文化共生イベント「こいこい松本」（Ｒ７は、６２０人参加）の運営・開催を支援し
ています。参加国ごとにブースを設置し、諸外国の文化等を紹介して参加者との交流をし
ました。

・多文化共生プラザFacebook、メディアなど様々な媒体で多文化共生イベント情報等の発
信を行っており、今後もSNSを中心とした情報発信に注力します。

A A

生涯学習課・中央公民館
人権共生課

（多文化共生プラザ）
地域づくりセンター

具体的施策1-2-2　地域行事等への参加促進

具体的施策1-2-3　交流・親睦の楽しさの発信


